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★
四
万
十
署
管
内
「
コ
ビ
穴
山
国
有
林
」

に
新
た
な
試
験
地
を
設
定
す
る
❢

◆
三
月
八
日
、
四
万
十
町(

旧
大
正
町
・
岡
崎
林
道
対

岸)

の
コ
ビ
穴
山
四
０
八
三
と
林
小
班
に
、
①
シ
カ
食

害
防
止
ク
リ
ッ
プ
装
着
試
験
地(

プ
ロ
ッ
ト
Ⅰ)

及
び
、

②
竹
を
利
用
し
た
シ
カ
食
害
対
策
試
験
地(

プ
ロ
ッ
ト

Ⅱ)

を
新
た
に
設
定
し
ま
し
た
。

◆
こ
れ
ま
で
は
、
安
芸
署
、
高
知
中
部
署
で
個
々
に

試
験
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
新
た
に
同
一
箇
所
で
技

術
開
発
内
容
等
を
充
実
さ
せ
実
施
す
る
も
の
で
す
。

平成 28 年 3 月 31 日

★
林
野
庁
、
本
郷
森
林
整
備

部
長
来
局

「
シ
カ
小
型
囲
い
わ
な
」
視
察

◆

三
月
四
日
、
林
野
庁
よ
り
本
郷

森
林
整
備
部
長
が
来
局
さ
れ
、
管

内
の
多
く
の
地
域
か
ら
四
国
局
へ

の
要
望
が
あ
る
シ
カ
被
害
対
策
に

つ
い
て
、
当
セ
ン
タ
ー
開
発
の
「
シ

カ
小
型
囲
い
わ
な
」
な
ど
、
四
国

局
の
取
り
組
み
を
説
明
し
ま
し
た
。

◆
わ
な
の
開
発
に
つ
い
て
は
、
平
成

二
十
二
年
度
よ
り
普
及
も
踏
ま
え

免
許
の
要
ら
な
い
囲
い
わ
な
の
軽

量
化
・
低
コ
ス
ト
化
・
組
立
解
体

が
容
易
の
三
点
を
開
発
目
標
と
し

て
、

タ
イ
プ
の
試
作
改
良
及
び

8

捕
獲
試
験
を
重
ね
て

タ
イ
プ
を

2

完
成
さ
せ
た
こ
と
。
ま
た
、
完
成

タ
イ
プ
に
よ
る
職
員
捕
獲
及
び
民

有
林
等
へ
の
普
及
状
況
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。

◆
説
明
時
に
は
、
最
軽
量
型
（
約
5

㎏
・
組
立
時
間

人
で

分
）

8

2

5

の
組
立
等
を
実
演
し
た
と
こ
ろ
、

部
長
も
捕
獲
の
現
状
や
有
効
な
餌

等
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
な
が
ら
、

簡
易
な
組
立
等
を
興
味
深
く
ご
覧

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
引
き

続
き
囲
い
わ
な
の
更
な
る
捕
獲
効

率
向
上
な
ど
、
シ
カ
被
害
地
の
低

コ
ス
ト
化
に
向
け
て
重
点
的
に
今

後
と
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

視察する本郷部長

軽四トラックに積載OK

試験地箇所の概況
場所：四万十署コビ穴山(高知県四万十町大正)

試験地面積：０．１ｈａ(除地を除く)内０．０６ｈａ植栽

植栽時期等：搬出完了Ｈ２６．６ 、植栽Ｈ２８．３ 植栽(署実行)

試験地

シカ防護ネット

歩道

谷、対岸は林道

１

２

①クリップ装着 ６４本

②竹とリンロン巻108本

試
験
地
の
概
要

（
シ
カ
の
防
護
ネ
ッ
ト
外
に
設
置
）
）

①
シ
カ
食
害
防
止
ク
リ
ッ
プ
装
着
試
験
地

ス
ギ
・

ヒ
ノ
キ
各
３
２
本
（
コ

ン
テ
ナ
苗
・
普
通
苗
そ
れ
ぞ
れ
１
６

本
）
ず
つ
の
全
部
で
６
４
本
植
栽
。

そ
の
内
ク
リ
ッ
プ
は
３
２
本
装
着
。

②
竹
と
リ
ン
ロ
ン
テ
ー
プ
を
利
用
し

た
シ
カ
食
害
対
策
試
験
地

割

竹
の

設

置

本

数(

４

、
５

、
６

本
に
リ
ン
ロ
ン
テ
ー
プ
巻
付
）
に
よ

り
タ
イ
プ
を
３
種
類
に
設
置
。

植
栽
本
数
１
０
８
本
に
対
し
て
防
護

柵
を
７
２
本(

６
７
％)

設
置
。

＊
リ
ン
ロ
ン
は
生
分
解
性
テ
ー
プ

クリップ

歩道下側クリップ装着地

４本立ての防護柵

リンロンテープを巻く

防護柵設置作業

防護柵全景


